
(57)【要約】

【課題】組立性や騒音特性等を低下させることなく転動

体のスムーズな転がり運動を確保することのできる直動

案内装置を提供する。

【解決手段】案内レール１１とスライダ本体１２の両転

動体転動溝間に形成された転動体転走路１７及びスライ

ダ本体１２内に形成された転動体戻し路１９に連通する

方向転換路１８を夫々有する二つのエンドキャップ１３

Ａ，１３Ｂと、スライダ本体１２及びエンドキャップ１

３Ａ，１３Ｂからなるスライダ１５の相対的直線運動に

伴って案内レール１１及びスライダ本体１２の転動体転

動溝上を転動する多数の転動体１６と、スライダ１５に

組み付けられた転動体保持器とを備えた直動案内装置に

おいて、転動体保持器とエンドキャップ１３Ａ，１３Ｂ

との連結部をスライダ本体１２とエンドキャップ１３Ａ

，１３Ｂとの接合部よりもスライダ側に設けた。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 案 内 レ ー ル と 、 該 案 内 レ ー ル 上 に 形 成 さ れ た 転 動 体 転 動 溝 と 対 向 す る 転 動 体 転 動 溝 を 有
す る ス ラ イ ダ 本 体 と 、 前 記 案 内 レ ー ル 及 び 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 の 両 転 動 体 転 動 溝 間 に 形 成 さ
れ た 転 動 体 転 走 路 及 び 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 内 に 形 成 さ れ た 転 動 体 戻 し 路 に 連 通 す る 方 向 転 換
路 を 夫 々 有 す る 二 つ の エ ン ド キ ャ ッ プ と 、 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 及 び 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ か ら
な る ス ラ イ ダ の 相 対 的 直 線 運 動 に 伴 っ て 前 記 案 内 レ ー ル 及 び 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 の 転 動 体 転
動 溝 上 を 転 動 す る 多 数 の 転 動 体 と 、 前 記 ス ラ イ ダ に 組 み 付 け ら れ た 転 動 体 保 持 器 と を 備 え
た 直 動 案 内 装 置 に お い て 、
　 前 記 転 動 体 保 持 器 と 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ と の 連 結 部 を 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 と 前 記 エ ン ド キ
ャ ッ プ と の 接 合 部 よ り も ス ラ イ ダ 側 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 直 動 案 内 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 転 動 体 保 持 器 は 前 記 保 持 部 の 両 端 部 に プ レ ー ト 部 を 有 し 、 該 プ レ ー ト 部 が 前 記 ス ラ
イ ダ 本 体 と 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ と の 間 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
直 動 案 内 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ワ ー ク テ ー ブ ル 等 の 移 動 体 を そ の 移 動 方 向 に 案 内 す る 装 置 と し て 産 業 機 械 等
に 用 い ら れ る 直 動 案 内 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 産 業 機 械 等 に 用 い ら れ る 直 動 案 内 装 置 と し て 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た も の が 知
ら れ て い る 。 こ の 直 動 案 内 装 置 は 転 動 体 を 保 持 す る 保 持 器 と 方 向 転 換 路 と を パ イ プ 体 に て
一 体 に 構 成 し た も の で あ り 、 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ た 直 動 案 内 装 置 の よ う に 、 保 持 器 と エ ン
ド キ ャ ッ プ と を 樹 脂 に て 一 体 成 形 す る 際 に 形 状 が 複 雑 で 大 型 の 金 型 を 用 い る 必 要 が な い の
で 、 成 形 性 や 生 産 性 を 低 下 さ せ る こ と な く コ ス ト ダ ウ ン 等 を 図 る こ と が で き る と い う 利 点
を 有 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ３ ４ ９ ２ ３ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ８ － ２ ８ ０ １ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 直 動 案 内 装 置 で は 、 パ イ プ 体 の よ う な 細 長 い 部
材 で 転 動 体 を 保 持 す る た め 、 負 荷 部 で の 転 動 体 の 保 持 力 が 弱 く 、 組 立 性 が 良 く な い と い う
問 題 が あ る 。 ま た 、 転 動 体 を 保 持 す る 部 材 が パ イ プ 体 に よ り 各 転 動 溝 毎 に 形 成 さ れ て い る
た め 、 部 品 点 数 等 が 増 加 す る と い う 問 題 も あ っ た 。
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 組 立 性 や 騒 音 特 性 等 を 低
下 さ せ る こ と な く 転 動 体 の ス ム ー ズ な 転 が り 運 動 を 確 保 す る こ と の で き る 直 動 案 内 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 案 内 レ ー ル と 、 該 案 内 レ ー ル 上 に 形
成 さ れ た 転 動 体 転 動 溝 と 対 向 す る 転 動 体 転 動 溝 を 有 す る ス ラ イ ダ 本 体 と 、 前 記 案 内 レ ー ル
及 び 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 の 両 転 動 体 転 動 溝 間 に 形 成 さ れ た 転 動 体 転 走 路 及 び 前 記 ス ラ イ ダ 本
体 内 に 形 成 さ れ た 転 動 体 戻 し 路 に 連 通 す る 方 向 転 換 路 を 夫 々 有 す る 二 つ の エ ン ド キ ャ ッ プ
と 、 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 及 び 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ か ら な る ス ラ イ ダ の 相 対 的 直 線 運 動 に 伴 っ
て 前 記 案 内 レ ー ル 及 び 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 の 転 動 体 転 動 溝 上 を 転 動 す る 多 数 の 転 動 体 と 、 前
記 転 動 体 を 保 持 す る 保 持 部 を 有 す る 転 動 体 保 持 器 と を 備 え た 直 動 案 内 装 置 に お い て 、 前 記
転 動 体 保 持 器 の 保 持 部 と 前 記 エ ン ド キ ャ ッ プ と の 接 続 部 を 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 と 前 記 エ ン ド
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キ ャ ッ プ と の 接 合 部 よ り も ス ラ イ ダ 側 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 直 動 案 内 装 置 に お い て 、 前 記 転 動 体 保 持 器 が 前 記 保
持 部 の 両 端 部 に プ レ ー ト 部 を 有 し 、 該 プ レ ー ト 部 が 前 記 ス ラ イ ダ 本 体 と 前 記 エ ン ド キ ャ ッ
プ と の 間 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 直 動 案 内 装 置 に よ れ ば 、 転 動 体 保 持 器 と エ ン ド キ ャ ッ プ と の 連 結
部 を ス ラ イ ダ 本 体 と エ ン ド キ ャ ッ プ と の 接 合 部 よ り も ス ラ イ ダ 側 に 設 け た こ と に よ り 、 転
動 体 が 案 内 レ ー ル と ス ラ イ ダ 本 体 の 転 動 溝 に よ る 拘 束 を 離 れ て 自 由 運 動 が 可 能 に な る 無 負
荷 循 環 路 の 外 周 側 に 保 持 器 と エ ン ド キ ャ ッ プ と の 継 ぎ 部 が な い の で ス ム ー ズ に 転 動 し 、 ス
ラ イ ダ の 作 動 性 や 騒 音 特 性 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 エ ン ド キ ャ ッ プ と は 別 部 品 と し
て 転 動 体 保 持 器 を 樹 脂 成 形 す る こ と が 可 能 に な る た め 、 保 持 器 の 最 適 な 肉 厚 や 成 形 条 件 の
設 定 が 可 能 と な り 、 転 動 体 の 保 持 力 低 下 や 成 形 性 、 組 立 性 、 生 産 性 を 低 下 さ せ る こ と が な
い 。 さ ら に ま た 、 転 動 体 転 動 溝 の 直 線 部 で は 保 持 器 と エ ン ド キ ャ ッ プ と の 継 ぎ 部 が あ る が
、 転 動 体 転 動 溝 の 直 線 部 で は 転 動 体 が 案 内 レ ー ル と ス ラ イ ダ 本 体 の 転 動 溝 に よ り 拘 束 さ れ
る た め 、 継 ぎ 部 が あ っ て も 転 動 体 の 循 環 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に 係 る 直 動 案 内 装 置 に よ れ ば 、 転 動 体 保 持 器 が 保 持 部 の 両 端 部 に プ レ ー
ト 部 を 有 し 、 該 プ レ ー ト 部 が ス ラ イ ダ 本 体 と エ ン ド キ ャ ッ プ と の 間 に 配 置 さ れ て い る こ と
に よ り 、 部 品 間 の 相 互 の 位 置 精 度 が 向 上 す る と と も に 、 部 品 の 組 立 性 向 上 及 び 生 産 性 向 上
に よ る コ ス ト ダ ウ ン が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ～ 図 ９ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施
形 態 に 係 る 直 動 案 内 装 置 １ ０ は 、 案 内 レ ー ル １ １ 、 ス ラ イ ダ 本 体 １ ２ 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １
３ Ａ ， １ ３ Ｂ 及 び 多 数 の 転 動 体 １ ６ を 備 え て い る 。
　 案 内 レ ー ル １ １ は 鋼 等 の 金 属 材 料 を 所 定 の 形 状 に 引 抜 き 加 工 し て 形 成 さ れ て お り 、 そ の
左 右 側 面 部 １ １ ａ ， １ １ ｂ （ 図 ２ 参 照 ） に は 、 例 え ば 二 条 の 転 動 体 転 動 溝 １ ４ Ｒ が 案 内 レ
ー ル １ １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ス ラ イ ダ 本 体 １ ２ は 鋼 等 の 金 属 材 料 か ら な り 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ と 共 に 直
動 案 内 装 置 １ ０ の ス ラ イ ダ １ ５ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 ス ラ イ ダ 本 体 １ ２ は 案 内 レ ー ル １
１ の 両 側 に ブ ロ ッ ク 状 の 転 動 体 循 環 部 １ ２ １ （ 図 ２ 参 照 ） を 有 し て お り 、 こ れ ら 転 動 体 循
環 部 １ ２ １ の 内 側 面 に は 、 直 線 状 の 転 動 体 転 動 溝 １ ４ Ｓ が 二 条 ず つ 形 成 さ れ て い る 。
　 転 動 体 転 動 溝 １ ４ Ｓ は 前 述 し た 案 内 レ ー ル １ １ の 転 動 体 転 動 溝 １ ４ Ｒ と 対 向 し て お り 、
転 動 体 転 動 溝 １ ４ Ｒ と 転 動 体 転 動 溝 １ ４ Ｓ と の 間 に は 、 転 動 体 １ ６ を 案 内 レ ー ル １ １ の 長
手 方 向 に 転 走 さ せ る た め の 転 動 体 転 走 路 １ ７ （ 図 １ 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 複 数 本 の 止 め ネ ジ （ 図 示 せ ず ） に よ り ス ラ
イ ダ 本 体 １ ２ の 両 端 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ は 樹 脂
に て 成 形 さ れ た エ ン ド キ ャ ッ プ 本 体 １ ３ １ （ 図 ３ 参 照 ） と 、 こ の エ ン ド キ ャ ッ プ 本 体 １ ３
１ と 協 働 し て 転 動 体 １ ６ の 方 向 転 換 路 １ ８ （ 図 １ 参 照 ） を 形 成 す る 二 つ の リ タ ー ン ガ イ ド
１ ３ ２ と か ら な り 、 エ ン ド キ ャ ッ プ 本 体 １ ３ １ に は 、 案 内 レ ー ル １ １ と エ ン ド キ ャ ッ プ １
３ Ａ ， １ ３ Ｂ と の 隙 間 を シ ー ル す る サ イ ド シ ー ル ２ ０ （ 図 １ 参 照 ） が 取 り 付 け ら れ て い る
と と も に 、 グ リ ー ス ニ ッ プ ル 等 の 潤 滑 剤 供 給 ニ ッ プ ル （ 図 示 せ ず ） を ス ラ イ ダ １ ５ に 装 着
す る た め の ニ ッ プ ル 取 付 け 孔 ２ １ が 貫 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 転 動 体 １ ６ は ス ラ イ ダ １ ５ が 案 内 レ ー ル １ １ の 長 手 方 向 に 相 対 移 動 す る と 上 記 転 動 体 転
動 溝 １ ４ Ｒ ， １ ４ Ｓ 上 を 転 動 す る よ う に な っ て お り 、 ス ラ イ ダ １ ５ に は 、 直 動 案 内 装 置 １
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０ の 組 立 時 や 分 解 時 に 転 動 体 １ ６ が ス ラ イ ダ １ ５ か ら 脱 落 す る の を 防 ぐ た め に 、 二 つ の 転
動 体 保 持 器 ２ ２ （ 図 ２ 参 照 ） が 組 み 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 転 動 体 １ ６ は 鋼 等 の 金 属 材 料
あ る い は セ ラ ミ ッ ク ス 等 の 材 料 で 球 状 に 形 成 さ れ 、 ス ラ イ ダ １ ５ 内 に 組 み 込 ま れ た 複 数 （
例 え ば 四 つ ） の 樹 脂 製 セ パ レ ー タ ２ ３ （ 図 １ 及 び 図 ２ 参 照 ） に よ り 一 定 間 隔 で セ パ レ ー ト
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 方 向 転 換 路 １ ８ は 転 動 体 転 走 路 １ ７ に 連 通 し て お り 、 従 っ て 、 転 動 体 転 走 路 １ ７ を 転 動
し た 転 動 体 １ ６ は 例 え ば エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ａ の 方 向 転 換 路 １ ８ で 方 向 転 換 す る よ う に な
っ て い る 。 ま た 、 方 向 転 換 路 １ ８ は ス ラ イ ダ 本 体 １ ２ の 転 動 体 循 環 部 １ ２ １ 内 に 形 成 さ れ
た 転 動 体 戻 し 路 １ ９ （ 図 １ 参 照 ） に も 連 通 し て お り 、 従 っ て 、 転 動 体 戻 し 路 １ ９ を 転 動 し
た 転 動 体 １ ６ は 例 え ば エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ｂ の 方 向 転 換 路 １ ８ で 方 向 転 換 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 転 動 体 戻 し 路 １ ９ は 転 動 体 転 走 路 １ ７ に 対 応 し て ス ラ イ ダ 本 体 １ ２ の 転 動 体 循 環 部 １ ２
１ 内 に 形 成 さ れ て お り 、 各 転 動 体 戻 し 路 １ ９ に は 、 セ パ レ ー タ ２ ３ の 摩 耗 を 抑 制 す る た め
に 、 樹 脂 製 の ス リ ー ブ ２ ４ （ 図 ２ 参 照 ） が 挿 入 さ れ て い る 。
　 転 動 体 保 持 器 ２ ２ は 、 転 動 体 １ ６ と の 摩 擦 抵 抗 等 を 低 減 す る た め に 、 例 え ば 樹 脂 材 料 を
射 出 成 形 し て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 転 動 体 保 持 器 ２ ２ は ス ラ イ ダ 本 体 １ ２ を 挟 ん で 相 対
向 す る 二 つ の プ レ ー ト 部 ２ ２ １ （ 図 ４ 参 照 ） を 有 し て お り 、 こ れ ら の プ レ ー ト 部 ２ ２ １ に
は 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ の エ ン ド キ ャ ッ プ 本 体 １ ３ １ 及 び リ タ ー ン ガ イ ド １ ３
２ に 形 成 さ れ た 円 弧 状 の 突 起 部 ２ ５ （ 図 ３ 参 照 ） に 係 合 し て 転 動 体 保 持 器 ２ ２ を 位 置 決 め
す る 位 置 決 め 部 と し て の 円 弧 状 切 欠 部 ２ ６ （ 図 ５ 参 照 ） が 二 つ ず つ 設 け ら れ て い る と と も
に 、 グ リ ー ス 等 の 潤 滑 剤 を 方 向 転 換 路 １ ８ や 転 動 体 戻 し 路 １ ９ に 供 給 す る 潤 滑 剤 供 給 溝 ２
７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 セ パ レ ー タ ２ ３ は ベ ル ト 状 に 形 成 さ れ て お り 、 各 セ パ レ ー タ ２ ３ に は 、 転 動 体 １ ６ を 収
容 す る 複 数 の 孔 部 ２ ３ １ （ 図 ６ 及 び 図 ７ 参 照 ） が 一 定 間 隔 で 穿 設 さ れ て い る 。
　 ス リ ー ブ ２ ４ は そ の 両 端 部 が ス ラ イ ダ 本 体 １ ２ か ら 突 出 し て お り 、 転 動 体 保 持 器 ２ ２ の
プ レ ー ト 部 ２ ２ １ に は 、 ス ラ イ ダ 本 体 １ ２ か ら 突 出 す る ス リ ー ブ ２ ４ の 端 部 に 嵌 合 す る と
共 に エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ の リ タ ー ン ガ イ ド １ ３ ２ に 設 け ら れ た 円 筒 状 の 突 起 部
２ ８ （ 図 ３ 参 照 ） に 嵌 合 し て 方 向 転 換 路 １ ８ と 転 動 体 戻 し 路 １ ９ と を 接 続 す る 二 つ の 通 路
接 続 孔 ２ ９ （ 図 ５ 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ス リ ー ブ ２ ４ は 転 動 体 戻 し 路 １ ９ に 沿
っ て 二 つ に 分 割 さ れ て お り 、 転 動 体 保 持 器 ２ ２ に は 、 二 つ に 分 割 さ れ た ス リ ー ブ ２ ４ の 間
に セ パ レ ー タ ２ ３ の 案 内 路 ３ ０ （ 図 ８ 参 照 ） を 形 成 す る 案 内 路 形 成 部 と し て 複 数 の 突 起 部
３ １ （ 図 ５ 参 照 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 潤 滑 剤 供 給 溝 ２ ７ は エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ の エ ン ド キ ャ ッ プ 本 体 １ ３ １ に 形 成
さ れ た 潤 滑 剤 流 通 溝 ３ ２ （ 図 ３ 参 照 ） に 連 通 し て お り 、 こ の 潤 滑 剤 流 通 溝 ３ ２ に は 、 上 記
ニ ッ プ ル 取 付 け 孔 ２ １ に 装 着 さ れ た 潤 滑 剤 供 給 ニ ッ プ ル か ら グ リ ー ス 等 の 潤 滑 剤 が 供 給 さ
れ る よ う に な っ て い る 。
　 案 内 路 形 成 部 と し て の 突 起 部 ３ １ は 転 動 体 保 持 器 ２ ２ の 通 路 接 続 孔 ２ ９ に 二 つ ず つ 設 け
ら れ て お り 、 転 動 体 戻 し 路 １ ９ に 沿 っ て 二 つ に 分 割 さ れ た ス リ ー ブ ２ ４ に は 、 上 記 突 起 部
３ １ に 係 合 す る 断 面 Ｖ 字 状 の 溝 部 ３ ３ （ 図 ９ 参 照 ） が ス リ ー ブ ２ ４ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る 直 動 案 内 装 置 １ ０ で は 、 ス ラ イ ダ 本 体 １ ２ か ら 突 出 す る ス リ ー ブ
２ ４ の 端 部 に 嵌 合 す る と 共 に エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ の リ タ ー ン ガ イ ド １ ３ ２ に 設
け ら れ た 円 筒 状 の 突 起 部 ２ ８ に 嵌 合 し て 方 向 転 換 路 １ ８ と 転 動 体 戻 し 路 １ ９ と を 接 続 す る
通 路 接 続 孔 ２ ９ を 転 動 体 保 持 器 ２ ２ の プ レ ー ト 部 ２ ２ １ に 設 け た こ と に よ り 、 方 向 転 換 路
１ ８ と 転 動 体 戻 し 路 １ ９ と の 接 続 部 に 寸 法 誤 差 等 に 起 因 す る 段 差 が 発 生 す る こ と を 防 止 す
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る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 方 向 転 換 路 １ ８ と 転 動 体 戻 し 路 １ ９ と の 接 続 部 に 発 生 し た
段 差 に 転 動 体 １ ６ が 衝 突 す る こ と に よ っ て ス ラ イ ダ １ ５ の 振 動 レ ベ ル や 騒 音 レ ベ ル が 上 昇
し た り す る こ と な い の で 、 ス ラ イ ダ １ ５ の 作 動 性 と 騒 音 特 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 述 し た 従 来 技 術 の よ う に 、 転 動 体 保 持 器 ２ ２ を エ ン ド キ ャ ッ プ １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ
と 一 体 に 形 成 す る 必 要 が な い の で 、 転 動 体 保 持 器 ２ ２ の 肉 厚 を 最 適 値 に 設 定 で き る と 共 に
最 適 な 条 件 で 転 動 体 保 持 器 ２ ２ を 樹 脂 成 形 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 エ ン ド キ ャ ッ プ １
３ Ａ ， １ ３ Ｂ の リ タ ー ン ガ イ ド １ ３ ２ に 形 成 さ れ た 突 起 部 ２ ５ に 係 合 し て 転 動 体 保 持 器 ２
２ を 位 置 決 め す る 位 置 決 め 部 と し て の 切 欠 部 ２ ６ を 転 動 体 保 持 器 ２ ２ の プ レ ー ト 部 ２ ２ １
に 設 け た こ と に よ り 、 ス ラ イ ダ １ ５ を 容 易 か つ 高 精 度 に 組 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 で は 球 状 に 形 成 さ れ た 転 動 体 １ ６ を 用 い た 場 合 を 例 示 し
た が 、 転 動 体 １ ６ は 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 位 置 決 め 部 と し て の 切 欠 部 ２
６ に 係 合 す る 突 起 部 ２ ５ を エ ン ド キ ャ ッ プ 本 体 １ ３ １ と リ タ ー ン ガ イ ド １ ３ ２ の 双 方 に 設
け た が 、 ど ち ら か 一 方 の み に 設 け た 構 成 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 突 起 部 ２ ５ の 突 出 量 と し
て は 、 転 動 体 ピ ッ チ の ０ ． ５ ～ １ ． ５ 倍 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 直 動 案 内 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 線 II－ IIに 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す エ ン ド キ ャ ッ プ 背 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 転 動 体 保 持 器 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す 転 動 体 保 持 器 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す セ パ レ ー タ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 線 VII－ VIIに 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ２ に 示 す ス ラ イ ダ 本 体 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ２ に 示 す ス リ ー ブ の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 １ １ 　 案 内 レ ー ル
　 　 １ ２ 　 ス ラ イ ダ 本 体
　 　 １ ３ Ａ ， １ ３ Ｂ 　 エ ン ド キ ャ ッ プ
　 　 １ ３ １ 　 エ ン ド キ ャ ッ プ 本 体
　 　 １ ３ ２ 　 リ タ ー ン ガ イ ド
　 　 １ ４ Ｒ ， １ ４ Ｓ 　 転 動 体 転 動 溝
　 　 １ ５ 　 ス ラ イ ダ
　 　 １ ６ 　 転 動 体
　 　 １ ７ 　 転 動 体 転 走 路
　 　 １ ８ 　 方 向 転 換 路
　 　 １ ９ 　 転 動 体 戻 し 路
　 　 ２ ０ 　 サ イ ド シ ー ル
　 　 ２ １ 　 ニ ッ プ ル 取 付 け 孔
　 　 ２ ２ 　 転 動 体 保 持 器
　 　 ２ ２ １ 　 プ レ ー ト 部
　 　 ２ ３ 　 セ パ レ ー タ
　 　 ２ ４ 　 ス リ ー ブ
　 　 ２ ５ 　 突 起 部
　 　 ２ ６ 　 円 弧 状 切 欠 部 （ 位 置 決 め 部 ）
　 　 ２ ７ 　 潤 滑 剤 供 給 溝
　 　 ２ ８ 　 突 起 部
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　 　 ２ ９ 　 通 路 接 続 孔
　 　 ３ ０ 　 案 内 路
　 　 ３ １ 　 案 内 路 形 成 部
　 　 ３ ２ 　 潤 滑 剤 流 通 溝
　 　 ３ ３ 　 溝 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(7) JP 2006-316889 A 2006.11.24



【 図 ９ 】
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